
 

令和３年度 自己評価・学校関係者評価  【進路支援部】 

                                       岐阜県立恵那南高等学校 学校番号 ５０ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学 校 教 育 目 標 
社会的・職業的自立に向けた基礎となる資質や能力を培い、知・徳・

体の調和のとれた心豊かな地域社会人の育成を図る。 

 

２ 評価する領域・分野 ◇進路指導 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

〇学校評価アンケート（保護者用）では、【R2 → R3】 

・進路説明会等、保護者が必要とする進路情報を提供する場を設けてい 

る。      （保護者）AB割合79→86  CD割合 3→1 

・学校は生徒の進路希望に沿った適切なアドバイスをしている。 

（保護者）AB割合80→82  CD割合 2→4 

〇学校評価アンケート（生徒用）では、 

・本校では、生徒に適した進路情報を示し、生徒の可能性を引き出そう
としている。  （生 徒）AB割合82→95  CD割合 5→2 

・本校では、生徒の将来の希望に沿った具体的な進路指導が行われてい
る。      （生 徒）AB割合85→92  CD割合 5→4 

＊昨年度よりコロナ禍の影響が少なく、対策を施しながら進路行事を実
施できたことが高評価につながったと考えられる。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇３年間を見通したキャリア教育を推進し、生徒自ら進路実現を成し遂
げようとする意欲や姿勢を持った人材を育成する。 

①個々の生徒の特性等を的確に把握し、入学時から計画的・継続的で組
織的な進路支援ならびにキャリア教育を推進する。 

②生徒自らの在り方生き方を考え、主体的に進路を選択決定できる能力
を育てる。 

③個々の幅広い進路に応じて、適切な情報提供や進路相談の充実に努め
る。 

④地域社会の発展に貢献でき、活躍できる必要な学力をつけるよう努め
る。 

⑤学校、家庭、地域との連携を図り、生徒の健全育成に努める。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・キャリア教育については、１年次では科目「産業社会と人間」、２・
３年次では科目「総合的な探究の時間」を中心に取り組み、企画・運
営を学年団と進路支援部で連携して推進する。 

・県より配置された「地域創生キャリアプランナー」と連携して、年間
を通して計画的に活用する。 

・各年次に進路支援部に所属している職員を配置して、双方向に生徒に 

関しての情報交換を行う。 
６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

①学力の向上 
 基礎学力の向上と自ら進路実現ができるよう
な学力をつける。 

②資質、マナーの向上 
  望ましい勤労観・職業観を形成させ、基本的な
ビジネスマナーを身に付ける。 

③指導内容、指導体制の充実・改善 
 計画的・組織的な指導体制を充実させ、外部と
の連携を強める。 

①基礎力診断テストの成績と記述式テストの成績 
②進路行事の感想や自己評価による達成度の診断 

③外部関係者からの評価やアンケート結果 
④キャリア面談による進路意識の変化 
⑤希望進路の達成状況 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

①基礎力診断テストを２回実施して、学力の進捗
状況を確認した。 

②コロナ対策を行いながら、できる範囲で説明会
やガイダンスなど進路行事を実施した。 

③企業や上級学校の情報収集を行い、共通認識を
図った。 

①基礎学力が定着し学力を伸ば
すことができたか 

②進路行事の企画は効果があっ
たか。 

③進路情報を生徒に還元できた
か。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

   



 

11 
成
果
・ 

課
題 

○本校職員のきめ細かな指導が、生徒の進路先に反映された。 

○就職希望者については担任団のきめ細やかな指導の成果もあり、大半の生徒が
希望企業に内定した。 

○進学希望者については一般選抜や総合型選抜で受験するなど、より難易度の高
い学校に挑戦する姿勢が見られた。 

▲コロナ禍の影響により、進路行事が一部実施できなかった。 
▲進路意識の醸成が十分にできなかった生徒もいた。 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
・コロナ感染対策を施しながら、進路行事を実施する。 
・地元企業の良さを引き続き紹介する。 
・来年度入学生対象のデュアルシステムについて準備を進める必要がある。 

 

 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：令和４年２月１４日 

【意見・要望・評価等】 

 

・学校評価アンケートから、生徒の希望に沿った具体的な指導をしていることがうかがわれ、結果とし 

て大半の生徒が希望する内定を得られたことは大いに評価できる。 

・職員が熱意を持って手厚い指導をしている。卒業生の保護者からも感謝の言葉を聞いている。 

・少人数の利点を生かし、個に適した進路指導ができている。進路実績も上々である。 

・きめ細やかな指導の充実ぶりが学校評価アンケートにも表れている。この充実した教育環境を地域の 

中学生や保護者にアピールするとよい。 

・１年間の的確な計画、そして３年間を見通した支援を実践してきた成果が表れている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


